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ピーマンに発生したうどんこ病について

津止健市

(琉球農業試験場）

戦前，台湾から報告のあったトウガラシのうどんこ病

が，琉球農業試験場内圃場のピーマンに発生しているこ

とがｴ966年２月に判明した．その後機会あることに，沖

縄本島内における本病の発生に留意してきたが，各地に

散発していることがわかった．そこで早速２，３の調査

を行なったのでその結果を報告したい．

沖縄本島では，これまで在来のトウガラシ，および試

作中のクコに発生が認められたが，ピーマンに発生した

のは初めてであり，被害の程度はまだわからないが，発

生という点ではきわめて顕著なので，おおかたの注意を

喚起したいと考えて本稿を草した次第である．

なお，九州大学木場三朗教授には，本病の確認のため

標本の同定をお願いし，病原菌についての御教示を仰い

だ．記して感謝の意を表する．

糸と交さくする．

子のう，および子のう胞子：ユつの子のう殻内には多数

の子のうがあり，円筒形または卵形をなし，大きさ75～

no×28～40ハエつの子のうには２個の子のう胞子が

あり大きさ28～40×14～23脾である．

第１図うどんこ病菌の分生胞子

病徴および病原菌

本病は葉のみに発生する．はじめ硬化葉の裏面に白粉

状の小斑を生じ，これは間もなく拡大してエー２醐大

ぐらいまでの不正形な病斑となる．この病斑部の葉の表

面は，周縁不明瞭な淡黄色を呈し，その部分に暗褐色頭

針大の斑点が散在する．この斑点は時に拡大し，癒合し

て，ユーユoﾘﾘﾘ"大の枯死斑となる．病徴が進むにつれて，

葉全体が退色し，やがて落葉する．

本病は葉裏に白粉状の分生胞子を形成するのが特徴で

あるが，下葉に発生すること，日中高温が続くと病斑上

の白粉が不鮮明となること，および本病に侵された葉は

早期に落葉することなどから，初期発生を見のがしやす

い．

本病の病原菌はOjdjoPsjs/α”jca（Leu）Ｓａｌｍｏｎ

という糸状菌である．原u925）による病原菌の記載は

次のとおりである．

菌糸：太さは不定で植物体内の細胞間隙にある．

担子榎：葉の組織中から気孔を通じて抽出し，円柱形で

ある．

分生胞子：円筒形で無色，単胞，平滑，単生または２鎖

生，大きさ60～73×、～]Ｂ似（第ユ図参照）．

子のう殻：球形で大きさﾕ35～240ハ冠毛が多数あり菌

品種と発病

ピーマンは，最初米軍向け野菜として栽培されたこと

もあって，清浄そ菜地帯が中心となり，品種は果型の整

ったヨーローワンダ－で占められていたが，一般の需要

が伸びるにつれて，栽培地域も拡大され，品種も各種導

入されるに至った．現７左栽培されている品種は次のとお

りである．

ヨーローワンダ－，翠玉２号,カリフォルニアワンダー，

ニューワンダー，魁，極早生秀緑，大王，メリーマヅ

ク．

上記８品種について本病の発生調査を行なった．栽培

時期は，は種が９月ﾕ5日，ユ０月28日に定植したものであ

る．調査は翌春３月９日と４月９日の２回行なった．そ

の結果，各品種とも本病に侵されたが，品種によって

感受性に相違がみられる．すなわち，メリーマヅク，ニ

ューワンダー，および大王の抵抗性が最も強く，発病株

率、～27％で発病程度も極く軽微であった．次いで魁，

ヨーローワンダ－，カリフォルニアワンダーである．発
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病株率は40～53％で，これら品種間には発病の程度に大

差がないもののように認められた．翠玉２月は最も感受

性の高い品種で，発病株率１００％，発病程度重症で，な

かには分枝頂付近の葉を残し他はほとんど落葉した株が

みうけられた（第２図参照）．

むすび

ピーマンに発生したうどんこ病についてこれまでの調

査結果を略述した．今後調査すべき事項ははなはだ多

い．したがって本病について多くを論じえないが，これ

までの調査から考えろと，本病の発生は品種の導入普及

と関連が深いようである．また，従来ユ目～５月がピー

マンの端境期にあたり，この時期は需要量が増加するこ

ともあって，非常な高値を呼んでおり，そのため栽培も

自然この時期をねらった抑制，および促成栽培法が取り

入れられ，周年栽培が可能になりつつあることなども考

えあわせ，今後のピーマン栽培上注意を要する病害であ

第２図うどんこ病によるピーマンの被害

ろと思われる．
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